
コケ類（ゼニゴケ）、イシクラゲを枯らし、
その後の発生を２～３か月程度抑えます。

イシクラゲゼニゴケ

100g袋

・ コケ類（ゼニゴケ）、
イシクラゲに高い効果

・ 長い効果持続期間
・ 省力的な少水量散布（25ℓ/10a）も可能
・ 顆粒で扱いやすく、溶けやすい剤型

農林水産省登録  第23433号

カーメックス®はイスラエル国アダマ・アグリカルチュラル・ソリューションズ･グループの登録商標です。

顆粒水和剤
カーメックス はイスラエル国アダマ・アグリカルチュラル・ソリューションズ･グループの登録商標です。

コケ類コケ類（（（ゼニゴケゼニゴケゼニゴケ））、イシクラゲを枯らし、、イシクラゲを枯らし、、イシクラゲを枯らし、
その後の発生その後の発生を２を２を２～～～３か月程度抑え３か月程度抑え３か月程度抑え３か月程度抑えままますすすすす。。す。す

イシクラゲに適用拡大!!

300gボトル

本剤の特長

■ コケ類（ゼニゴケ）への効果 ■ イシクラゲへの効果

●薬　量：400g/10a（0.4g/㎡） 　●散布水量：100ℓ/10a（100mℓ/㎡）
●展着剤：サーファクタントWK1000 倍加用

平成27年 植調埼玉試験地 平成29年 社内試験

処理6週間後

顆粒水和剤顆粒水和剤

計量
しやすい
300gボトルの
キャップすりきり
一杯で約15gです。

カーメックス処理区

処理時 処理後69日

●薬 　量：400g/10a（0.4g/㎡）
●散布水量：100ℓ/10a（100mℓ/㎡）

無処理区



10㎡

使用方法

登録内容（関連項目のみ抜粋）

適用場所

公園、庭園
堤とう、駐車場
道路、運動場
宅地、のり面
鉄道等

作物名

樹木等

使用時期
薬　　量 希釈水量

適用雑草名
使用量 本剤の

使用回数 使用方法

3回以内★ 3回以内★

コケ類

イシクラゲ

200～400
g/10a

25～100
ℓ/10a

コケ類
生育期

イシクラゲ
生育期

植栽地を除く
樹木等の周辺地に
雑草茎葉散布

又は
全面土壌散布

DCMUを含む
農薬の総使用回数

※本表に作物名「樹木等」と記載していますが、本剤は直接樹木等に使用するものではありません。 本表の使用方法、注意事項に従って、樹木等に影響を与えないよう注意してください。
（0.2～0.4g/㎡） （25～100mℓ/㎡） （★：年間使用回数）

使用上の注意事項（抜粋）
●雑草茎葉散布の場合は、雑草の大きさや密度に応じて、散布液量を
適宜増減し、茎葉が十分濡れるように散布してください。
●雑草茎葉散布の場合は、雑草の草丈が15cm以下の時期に散布してく
ださい。なお、気温の高い時期（20℃以上）の散布が効果的です。
●散布液調製後は、そのまま放置せず、できるだけ速やかに散布してく
ださい。

●砂質で水はけのよい圃場や、激しい降雨の予想される場合は、薬害
を生じるおそれがあるので使用しないでください。

●作物の茎葉にかからないように注意して散布してください。
●希釈水量50ℓ/10a以下で散布する場合は、少量散布用ノズルを用い
て、雑草の葉面に均一に散布してください。

●樹木等のコケ類に希釈水量50ℓ/10a以下で使用する際は展着剤を加
用してください。

●使用後の容器や散布器具は必ず水で十分洗っておいてください。
●散布器具、容器の洗浄水及び残りの薬剤は河川等に流さず、容器、
空袋等は環境に影響を与えないよう適切に処理してください。

●公園、堤とう等で使用する場合、特に以下のことに注意してください。
　①激しい降雨の予想される場合は使用をさけてください。
　②散布薬液の飛散、あるいは本剤の流出によって、有用植物に薬害
　が生じることのないよう十分に注意して散布してください。
　③水源池、養殖池等に本剤が飛散・流入しないように十分注意して

ください。

希釈表

ゆっくりと効果が現れ、1～2ヶ月程度かけてイシクラゲの密度を減少させていきます。

10㎡に散布する際は、水250mℓ～1ℓに本剤を4g入れて、散布機等で散布してください。

4g 水
250mℓ
～1ℓ 面　積 薬　量 水　量

1㎡

5㎡

10㎡

25㎡

0.4g

2g

4g

10g

25～100mℓ

125～500mℓ

250～1000mℓ

625～2500mℓ

イシクラゲに使用する場合の薬量は　　　　　　　　　　　　です。400g/10a（0.4g/㎡）

顆粒水和剤

2024年5月現在

お求めは… 販売元

1308S

●ラベルをよく読んでください。 ●記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。


